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実験は、小臼歯の単独冠を想定し、軸面傾斜度が、 2 0 ， 50 、 10。、 15 0 の 4 種類、それらに対する歯頚





の膨張は支台歯形態による変化が認められなかった。一方、横軸方向の収縮は、 knif e edge type に
-172 ー
おいて、 chamfer type むよび shoulder type にくらべて少ない傾向を示し、軸面傾斜度が大きいほ
ど多くなる傾向を示すことがわかった。
次に、鋳造冠の適合度を知るために、硬度計を使用して、ロウ型と支台歯にほどこした両印記点聞
の距離を微動載物台で計測し、鋳造後、鋳造冠に 400g 、 5 旬、 30kgの加重を行ない、鋳造冠と支台
歯聞の距離を同じ方法で計測し、両者を比較した。






その結果、セメント合着による浮き上がり量は、軸面傾斜度が 2 0 の場合に最も大きな値を示し、
5。の場合には 2 。にくらべて急激な減少を示し、 50 から 100 にかけては減少する程度が小さくなり、
100 と 15。の聞にはほとんど変化が認められなかった。そして、歯頚部辺縁のセメント層の厚さは、 kn­
ife edge type で最も小さく、 chamfer type , shoulder type の順に大きな値を示した。また、 knife











がよい。また、歯頚部辺縁のセメント層を小さくするためには、歯頚部辺縁形態を knife type にす
る方がよし凡なむ、 chamfer type あるいは shoulder type にせざるを得ない場合には、歯頚部辺縁
のセメント層を小さくするために、 knife edge type の場合よりも軸面傾斜度を大きくする方がよい。
論文の審査結果の要旨
本研究は、従来、不明であった支台歯形態が鋳造冠の各種条件に及ぼす影響について検索したもの
であるが、鋳造冠の外形寸法、適合度、セメント合着による浮き上がり、歯頚部迅縁にむけるセメン
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ト層、および保持力などについて重要な知見を得た価値ある業績である。よって、本研究者は歯学博
士の学位を得る資格があると認める。
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